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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

伝
統
工
法
の
維
持
継

承
、
後
継
者
育
成
を
目
的

と
し
て
毎
年
取
り
組
ん
で

い
る
建
設
山
口
技
能
競
技

大
会
。

8
月
6
日
、
建
設
山
口

本
部
会
館
を
会
場
に
、
2

支
部
5
人
の
参
加
で
第
39

回
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

競
技
課
題
は
「
四
方
転

び
踏
み
台
の
作
製
」
及
び

「
現
寸
図
の
作
成
」
を
6

時
間
で
完
成
さ
せ
る
も
の

で
す
。

　

は
じ
め
に
荒
木
副
委
員

長
、
𦿷
技
対
部
長
、
生
田

青
年
部
長
の
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
競
技
委
員
か
ら

課
題
の
説
明
を
受
け
た
あ

と
、
参
加
者
は
現
寸
図
作

成
か
ら
加
工
組
立
ま
で
の

競
技
に
入
り
ま
し
た
。

9
時
、
開
始
の
合
図
と

と
も
に
競
技
が
始
ま
り
、

金賞・𦿷
おぎ

涼輔さん（中央）、銀賞・田端英二さん（中央左）、銅賞・村田淳さん（中央右）

現
寸
図
の
作
成
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。
早
い
人
で
は

30
分
程
度
で
書
き
上
げ
る

な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
部
材
の
木
削
り

か
ら
墨
つ
け
、
加
工
へ
。

昼
食
休
憩
を
挟
み
、
午
後

3
時
45
分
ま
で
競
技
は
続

き
ま
し
た
。

　

競
技
委
員
の
審
査
が
行

わ
れ
、
結
果
は
金
賞
に
𦿷

涼
輔
さ
ん
（
豊
浦
・
29
）、

銀
賞
に
田
端
英
二
さ
ん

（
豊
浦
・
20
）、
銅
賞
に
村

全国の仲間と要求実現へ全国の仲間と要求実現へ

全国から48県連・組合1936人が参加

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに

練
習
の
成
果
を
発
揮

練
習
の
成
果
を
発
揮

上
位
2
名
が
全
国
大
会
へ

田
淳
さ
ん
（
長
門
・
32
）

と
な
り
、
𦿷
さ
ん
は
3
年

連
続
の
金
賞
受
賞
、
田
端

さ
ん
は
初
入
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
競
技
大
会
は
、
全

建
総
連
の
全
国
青
年
技
能

競
技
大
会
の
予
選
を
兼
ね

て
お
り
、
満
36
歳
以
下
の

上
位
入
賞
者
が
全
国
大
会

に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

建
設
山
口
は
、
過
去
の

全
国
大
会
に
お
い
て
、
輝

か
し
い
実
績
を
残
し
て
い

る
と
同
時
に
、
第
1
回
の

開
催
か
ら
連
続
出
場
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
熊
谷
市
の
「
彩

の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
」

で
開
催
さ
れ
る
第
39
回
全

建
総
連
全
国
青
年
技
能
競

技
大
会
に
は
、
入
賞
者
の

𦿷
さ
ん
、
田
端
さ
ん
が
挑

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
詳
細
は
次
号
に

掲
載
し
ま
す
。

7.7 予算要求中央総決起大会
　
「
全
建
総
連
7
・
7
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予

算
要
求
中
央
総
決
起
大

会
」
が
7
月
7
日
、東
京
・

日
比
谷
大
音
楽
堂
・
小
音

楽
堂
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
国
48
県
連
・
組
合
か

ら
1
9
3
6
人
が
参
加
。

建
設
山
口
か
ら
は
、
吉
村

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
代

表
6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
中
西
中
央
執

行
委
員
長
が
主
催
者
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
各
政
党

代
表
か
ら
激
励
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
勝
野
書
記
長

か
ら
基
調
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

全
国
青
協
の
決
意
表
明

に
続
い
て
決
議
案
を
大
き

な
拍
手
で
採
択
、
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
を
し
た
の
ち
、

全
国
の
仲
間
と
会
場
で
あ

る
日
比
谷
公
園
か
ら
東
京

駅
ま
で
4
年
ぶ
り
の
デ
モ

行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
建
設
山
口
の
参

加
者
は
午
前
中
に
、
地
元

国
会
議
員
要
請
行
動
を
実

施
。
地
元
選
出
国
会
議
員

の
議
員
会
館
事
務
所
を
訪

れ
、
建
設
国
保
の
育
成
・

強
化
に
つ
い
て
理
解
を
求

め
ま
し
た
。

　

特
に
高
村
正
大
衆
議

院
議
員
に
は
御
本
人
に
直

接
お
会
い
し
て
要
請
書
を

手
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

今
後
、
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
や
年
末
ま
で
続
く

予
算
確
保
に
向
け
た
運
動

に
、
全
国
の
仲
間
と
団
結

し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

𦿷さんは３年連続の金賞

中建国保中建国保
ハガキ要請行動

ご協力ください

　

組
合
員
や
家
族
の
皆
さ

ん
に
毎
年
お
願
い
し
て
い

ま
す
「
国
庫
補
助
金
獲
得

の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
は
、

中
建
国
保
の
安
定
運
営
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
国
保
組
合
の

補
助
金
は
法
律
に
基
づ
い

た
も
の
で
す
が
、
そ
の
位

置
づ
け
は
「
補
助
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
規
定
で
す

が
、
市
町
村
国
保
は
「
負

担
す
る
」
規
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
組
合
員
が

声
を
上
げ
て
要
請
す
る
こ

と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
手
書
き
ハ
ガ

キ
要
請
は
、
予
算
を
所
轄

す
る
厚
労
省
保
険
局
国
保

課
長
も
「
ハ
ガ
キ
は
（
財

務
省
と
の
折
衝
に
）
あ
り

が
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。

　

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
夏

と
秋
の
2
回
、
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
に
秋
の
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

回
は
厚
生
労
働
省
4
人
、

財
務
省
4
人
の
計
8
人
へ

の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
秋
の
要
請
行
動
へ

の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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も
っ
と
強
く
も
っ
と
大
き
な
組
合
へ

も
っ
と
強
く
も
っ
と
大
き
な
組
合
へ

9
月
5
日
、
山
口
市
の

「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
に
て

17
支
部
59
人
の
参
加
で
各

支
部
書
記
長
事
務
担
当
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
全
建
総
連

の
竹
谷
組
織
部
長
を
講
師

に
迎
え
、「
建
設
山
口
を

も
っ
と
強
く
、
も
っ
と
大

き
な
組
織
へ　

つ
な
ぐ
想

い
繋
げ
る
チ
カ
ラ
」
と
題

し
た
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

竹
谷
組
織
部
長
は
ま
ず
、

3
・
11
東
日
本
大
震
災
時

に
県
連
事
務
所
を
避
難
所

と
し
て
開
放
し
た
こ
と
や

全
国
の
仲
間
か
ら
心
強
い

支
援
が
あ
っ
た
な
ど
〝
組

合
の
チ
カ
ラ
〞
に
つ
い
て

体
験
談
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
全
建
総
連
の
歴

史
を
振
り
返
り
、「
結
成

当
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
一

人
が
一
人
の
仲
間
を
組
合

へ
は
現
在
で
も
生
き
て
い

る
」「
仲
間
の
要
求
を
実

現
す
る
た
め
に
は
組
織
拡

大
で
組
合
が
大
き
く
な
る

こ
と
が
必
要
。
そ
し
て
、

組
合
が
あ
っ
て
こ
そ
の
建

設
国
保
。
そ
こ
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。」。
と
強
調
。

　

組
合
の
重
大
な
イ
ン
シ

デ
ン
ト（
切
迫
し
た
危
機
）

に
つ
い
て
も
触
れ
、
政
府

方
針
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体

17支部59人が参加

青年部

各
支
部
交
流
で
充
実
の
2
日
間

　

青
年
部
は
7
月
22
〜
23

日
、
夏
季
研
修
会
を
小
野

田
市
「
高
千
帆
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」
を
会
場
に
11

支
部
26
人
の
参
加
者
で
開

催
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
諸
役
員
よ

り
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、

資
産
形
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
黒
石
雅
子
氏
か
ら
「
資

産
形
成
や
お
金
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
を
い

た
だ
き
、
将
来
の
こ
と
を

考
え
た
投
資
や
保
険
・
年

金
等
の
資
産
形
成
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
（
一
社
）
ジ
ャ

パ
ン
ネ
イ
チ
ャ
ー
コ
ー
チ

ン
グ
協
会　

理
事
長
の
弘

中
里
佳
氏
よ
り
「
組
織
内

の
人
間
関
係
の
構
築
や
人

材
育
成
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
分
類
さ
れ
た
性
格

に
対
す
る
人
材
育
成
の
手

法
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
夕
食
懇
談
会
を

4
年
ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。

2
日
目
は
小
野
田
消
防

署
の
方
を
講
師
に
迎
え
、

「
救
命
講
習
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
民
に
よ
る
救

命
処
置
の
大
切
さ
や
実
際

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
器
具
を
使
っ
た

訓
練
が
行
わ
れ
、
最
後
に

は
一
人
一
人
に
修
了
証
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
や
各
支
部
の
交
流

を
含
め
、
充
実
し
た
2
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

　建退共とは、建設業で働く人たちのために国によって設立された
退職金制度です。
　この制度は、事業所ごとではなく、建設産業全てが制度の対象と
なっており、労働者が働いた日数に応じて事業主が共済手帳に証紙
を貼付することをもって掛金を積み立てていき、その枚数を元にし
て労働者が受け取る退職金の額が決まる仕組みとなっています。

　一人親方の皆さんも「任意組合」に加入することにより共済手帳
の交付を受けることができます。
　建設山口では、一人親方の「任意組合」を作っており、一人親方
の建退共の取扱いを行うことができます。
　詳細につきましては、本部またはお入りの支部までお問い合わせ
ください。

建 退 共
制度のご案内

● 建設業関連の検定実施職種
  建築大工・かわらぶき・型枠施工
鉄筋施工・防水施工・配管など

● 受検案内（受検申請書）は、お入りの
支部、市町役場労働担当課、職業
安定所等にあります。

● 建築大工、型枠施工については、組
合で事前講習を予定しています。

働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明さ
れます。

 ● 詳細については、お入りの支部または建設
　山口本部か実施団体である山口県職業能力開
発協会にお問い合わせください。

 ● 受検資格等は、下記のホームページでも確認
できます。

　URL http://y-syokunou.com/
　　　 （山口県職業能力開発協会のHP）

●受検申込期間
10月２日㈪
　　～10月13日㈮まで

お知らせ
国家試験 令和５年度（後期）

技能検定試験

25歳未満の実技試験（2級・3級）の受検手数料が減免されます

建設業関連の実技試験

18,200円 ⇒ 9,200円
例

※学科試験受検の場合は、別途学科試験受検料が必要

各支部書記長
事務担当者会議

化
、
建
設
業
法
の
改
正
に

伴
う
協
会
け
ん
ぽ
移
行
、

団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
75

歳
以
上
と
な
る
2
0
2
5

年
問
題
な
ど
の
危
機
を
脱

却
す
る
た
め
「
建
設
国
保

の
育
成
・
強
化
の
運
動
を

強
化
し
て
い
く
の
と
同
時

に
、
建
設
国
保
依
存
型
か

ら
の
脱
却
の
た
め
に
組
合

事
業
の
充
実
が
最
重
要
」

と
未
来
に
向
け
た
方
向
性

を
解
説
。

　

さ
ら
に
「
意
識
が
変
わ

れ
ば
結
果
が
変
わ
る
〝
全

て
の
基
本
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
〞。
マ
イ
ナ
ス
思
考
を

排
除
し
プ
ラ
ス
思
考
へ
の

転
換
を
。
や
れ
な
い
理
由

を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

ど
う
し
た
ら
出
来
る
の
か

を
考
え
る
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、「
皆
さ
ん
の
想

い
と
行
動
が
あ
れ
ば
目
標

達
成
は
必
ず
出
来
る
。
と

も
に
行
動
し
、
建
設
山
口

を
も
っ
と
強
く
、
も
っ
と

大
き
な
組
合
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者
を

激
励
。
1
時
間
30
分
の
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
内
部
の

会
議
に
切
り
替
え
、
県
と

の
災
害
協
定
締
結
に
基
づ

く
組
合
の
対
応
や
健
診
受

診
率
の
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
議
。

全
体
で
意
思
統
一
を
行
い
、

会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

全
体
で
意
思
統
一
を
図
る

全
体
で
意
思
統
一
を
図
る

.................................................
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原
爆
投
下
で
犠
牲
と

な
っ
た
建
設
労
働
者
・

職
人
の
御
霊
へ
の
慰
霊

祭
が
8
月
5
日
に
広
島
、

8
月
8
日
に
長
崎
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、

広
島
の
慰
霊
祭
に
吉
村

執
行
委
員
長
と
主
婦
の

会
か
ら
清
水
優
美
さ
ん

（
下
松
）
が
参
加
。
長
崎

の
慰
霊
祭
に
は
、
山
田

書
記
長
と
主
婦
の
会
会

長
の
藤
永
恵
子
さ
ん

（
吉
南
）
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

長
崎
の
平
和
記
念
公

園
内
「
建
設
労
働
者
職

人
原
爆
殉
難
者
慰
霊
不

戦
平
和
の
塔
」
前
で
開

催
さ
れ
た
慰
霊
祭
に
は
、

全
国
の
23
県
連
・
組
合

か
ら
96
人
が
参
列
。
原

爆
犠
牲
者
の
御
霊
を
慰

め
る
た
め
、
各
組
合
の

代
表
の
手
に
よ
っ
て

60
ヶ
所
の
名
水
を
献
水

し
、
約
18
万
羽
の
折
鶴

が
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、

主
婦
の
会
で
集
約
し
た

折
鶴
約
9
0
0
0
羽
を

献
納
し
、
山
口
市
仁
保

の
名
水
「
平
家
の
泉
」

を
献
水
し
ま
し
た
。

献水する吉村委員長（8/5広島）

AEDを使った訓練

竹谷組織部長

名水と折鶴を献納名水と折鶴を献納
広島 ･長崎慰霊祭
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音
色
に
癒
さ
れ

吉
南　

松
尾　

英
和

（
左　

官
）

　

風
鈴
ま
つ
り
に
行
き
ま

し
た
。
音
色
に
癒
さ
れ
、

我
が
家
に
も
風
鈴
を
飾
り

ま
し
た
。

暑
さ
に
負
け
ず

萩　

伊
勢
嶋　

伸
子

（
主　

婦
）

　

今
年
は
、
真
夏
日
も
多

く
、
暑
さ
が
大
変
で
す
。

　

子
供
た
ち
が
元
気
に
夏

を
楽
し
ん
で
、
暑
さ
に
負

け
な
い
で
欲
し
い
で
す
。

健
診
を
受
け
て

岩
国　

竹
山　

絵
美

（
事　

務
）

　

今
年
も
夫
婦
で
、
健
康

診
断
を
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

日
曜
日
に
や
っ
て
も
ら

え
て
、
色
々
と
調
べ
て
も

ら
え
る
の
で
、
大
変
助

か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
前
に
問
診
や
検
査

グ
ッ
ズ
が
届
く
の
が
、
す

ご
く
あ
り
が
た
い
で
す
。

毎
日
の
弁
当
作
り

下
関　

中
村　

智
子

（
主　

婦
）

　

毎
日
の
弁
当
作
り
は
大

変
だ
け
ど
、
暑
い
中
働
い

て
く
れ
て
い
る
主
人
が
食

欲
が
出
る
よ
う
、
お
に
ぎ

り
の
具
を
毎
日
変
え
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

妻
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

近崎　秀幸（光・大工 61）
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
学
習

会
な
ど
周
知
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
改
め
て

「
ぜ
い
た
い
に
っ
し
」

で
も
数
回
に
渡
り
、
記

載
し
て
い
き
ま
す
。

10
月
1
日
よ
り
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

10
月
1
日
以
降
も
登

録
を
行
え
ま
す
が
、
登
録
申
請
書
提
出
日
か
ら
15
日

以
上
を
経
過
す
る
日
以
後
の
登
録
希
望
日
を
記
載
す

る
こ
と
で
、
そ
の
希
望
日
か
ら
登
録
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
も
、
登
録
が
必
要
な
方
は

早
め
の
手
続
き
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

其
の
六
　
イ
ン
ボ
イ
ス

　
　
　
　
制
度

ぜいたいにっしぜいたいにっし

　【
下
関
・
金
子
浩
一
（
左

官
・
61
）】
7
月
12
日
、

彦
島
の
西
山
小
学
校
で
能

力
開
発
協
会
の
事
業
を
建

設
山
口
が
受
け
て
「
も
の

づ
く
り
体
験
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
本
箱
の
制
作
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

小
学
5
年
生
男
女
35
名

の
子
供
た
ち
に
主
に
鋸
の

使
い
方
、
釘
の
打
ち
方
の

指
導
。

　

教
え
る
と
子
供
た
ち
も

熱
心
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。

指
導
す
る
大
工
職
人
7
名

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
9
月
か
ら
11
月

を
「
秋
の
拡
大
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

8
月
末
現
在
、
建
設
山

口
の
組
合
員
数
は

1
万
2
1
3
4
人
と
な
り

ま
し
た
。
年
度
初
め
の
4

月
か
ら
み
る
と
加
入
者

4
4
7
人
、
脱
退
者
が

6
5
2
人
で
2
0
5
人
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
に
未
加
入
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
組
合

へ
の
加
入
を
勧
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。
組
合
の
魅
力

を
一
人
で
も
多
く
の
方
へ

伝
え
て
仲
間
に
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
。

　

年
間
増
勢
に
向
け
て
、

1
人
1
人
が
組
合
員
で
あ

る
と
い
う
誇
り
と
自
覚
を

持
ち
、
大
き
な
組
織
に
し

て
い
く
た
め
共
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

登録申請のスケジュール

各
地
域
で
存
在
感
を
増
す

各
地
域
で
存
在
感
を
増
す

下
関
支
部
（
７
／
12
）

も
真
剣
に
子
供
た
ち
に
怪

我
の
な
い
よ
う
に
と
慎
重

に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
本
箱
に

自
分
の
名
前
を
書
い
て
大

事
そ
う
に
持
っ
て
帰
っ
た

そ
う
で
す
。

　

も
う
少
し
時
間
が
欲
し

い
と
言
っ
て
い
る
子
供
も

い
ま
し
た
。

　

今
日
の
体
験
を
元
に
、

も
の
づ
く
り
に
興
味
を

持
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

仕上げのヤスリがけ

　【
小
野
田
・
齊
藤
博
行

（
大
工
・
74
）】
自
宅
併
設

の
雑
貨
店
「
木
洩
木
」
に

宇
部
市
の
あ
る
子
供
会
か

ら
、
6
年
生
2
人
と
2
年

生
3
人
の
計
5
人
を
対
象

に
、
夏
休
み
に
子
供
た
ち

の
思
い
出
に
な
る
よ
う
な

木
工
教
室
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。

　

組
合
の
「
木
と
の
ふ
れ

あ
い
体
験
教
室
」
に
あ
や

か
り
、
8
月
6
日
に
カ
ン

ナ
削
り
、
丸
太
切
り
体
験
、

椅
子
の
作
製
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
初
に
カ
ン
ナ
削
り
、

次
に
丸
太
切
り
に
挑
戦
。

6
年
生
は
ど
う
に
か
出
来

小
野
田
（
８
／
６
）

ま
し
た
が
、
2
年
生
は
な

か
な
か
出
来
ま
せ
ん
。

　

保
護
者
、
そ
し
て
子
供

た
ち
は
カ
ン
ナ
で
削
っ
て

カ
ン
ナ
く
ず
が
出
る
、
丸

太
を
鋸
で
挽
く
こ
と
が
初

め
て
の
体
験
の
よ
う
で
歓

声
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
椅
子
の
作
製
に

と
り
か
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
6
年
生
は
自
力
で
作

製
で
き
ま
し
た
が
、
2
年

生
は
悪
戦
苦
闘
。
そ
れ
で

も
み
ん
な
立
派
な
椅
子
が

完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
椅

子
に
座
り
集
合
写
真
に
納

ま
り
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

そ
し
て
子
供
た
ち
も
大
変

喜
ん
で
、
充
実
し
た
行
事

と
な
り
ま
し
た
。

生活サポート

福利厚生倶楽部

　建設山口では、組合員の日
常生活をサポートするため
に、「福利厚生倶楽部」を勧め
ています。
　「福利厚生倶楽部」とは、中
国電力グループの㈱福利厚生

倶楽部中国が提供するサービ
スで宿泊・スポーツクラブ・
レジャーランド、育児・介護・
健康・ショッピングなど様々
なサービスで組合員さんの福
利厚生をバックアップしてい

ます。
　建設山口の組合員は特別価
格として、入会金（32,400 円）
を無料。年会費（通常13,200円）
を 11,880 円（消費税込）で提
供しています。

　この機会にぜひ「福利厚生
倶楽部」にご加入いただき、
充実した日常生活をエンジョ
イしてください（詳細は所属
の支部まで）。

愛愛 花 花
下関支部

小山　美枝 さん

　

花
が
好
き
で
す
。
夢

だ
っ
た
ひ
ま
わ
り
畑
を

作
ろ
う
と
、
耕
し
、
昨

年
も
ら
っ
た
種
を
ま
き
、

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し

た
が
鹿
の
被
害
に
あ
い

踏
ま
れ
た
り
、
芽
を
食

べ
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

主
人
の
協
力
で
周
囲

を
柵
や
網
で
囲
み
、
規

模
は
縮
小
し
た
け
れ
ど

2
ｍ
ぐ
ら
い
の
ひ
ま
わ

り
が
咲
き
ま
し
た
。

　

夢
は
、
あ
っ
た
ら
楽

し
い
で
す
ね
。

２mのひまわりが約50本開花

椅子の作製

支部 令和 5 年 8 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 62 0
岩国 1,785 -34
宇部 1,649 -20
小野田 533 -24
吉南 1,037 -19
下松 1,509 5
熊毛南 223 -7
下関 1,056 -30
徳山 714 -6
豊浦 202 -6
長門 173 -5
萩 183 -7
光 239 -13
防府 938 -36
美祢 160 -3
山口 1,221 -6
柳井 450 6

計 12,134人 -205

組
合
の
魅
力
を
多
く
の
方
へ

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
開
催




